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2023 年 漁業センサス調査結果の概要 
 

 
 
 

 

１ 漁業経営体 

     
 

 

 

 

（１） 漁業経営体数 

      令和 5年 11月 1日現在における本県の 

海面漁業の漁業経営体数は 1,347 経営体で、 

５年前に比べ 449 経営体（25.0％） 

減少した。（図１） 

 

     これを経営組織別にみると、個人経営体は 

1,283 経営体、団体経営体は 64 経営体で、 

５年前に比べ個人経営体は 456 経営体（26.2％） 

減少し、団体経営体は 7経営体（12.3％） 

増加した。（表１） 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

（２） 漁業層別経営体数 

       漁業層別にみると、沿岸漁業層は 1,290 経営体、中小漁業層は 57経営体で、５年前に比べ

それぞれ 447 経営体（25.7％）、2経営体（3.4％）減少した。（表２） 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

漁業経営体とは、調査期日前１年間に利潤又は生活の資を得るために、生産物（漁獲物及び収獲物をいう。以下同じ。）
を販売することを目的として、海面において水産動植物の採捕又は養殖の事業を行った世帯、事業所等をいう。（ただし、

調査期日前１年間における自営漁業の海上作業従事日数が30日未満の個人経営体は除く。） 
沿岸漁業層とは、漁船非使用、無動力漁船、船外機付漁船、動力漁船 10 トン未満、定置網及び海面養殖の各階層を   

合わせたものをいう。中小漁業層とは、動力漁船10トン以上 1,000 トン未満の各階層を合わせたものをいう。 

特 集  

「漁業センサス」（農林水産省所管、統計法（平成１９年法律第５３号）第２
条の基幹統計調査）は、漁業の生産構造、就業構造及び漁村、水産物流通・
加工業等の漁業を取りまく実態を明らかにするとともに、水産行政の推進に
必要な基礎資料を整備することを目的に５年ごとに実施するものであり、当
調査結果は、令和 5 年 11 月 1 日現在で実施した漁業センサスのうち、海面
漁業調査の漁業経営体調査（千葉県分）を取りまとめたものです。 
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（３） 販売金額１位の漁業種類別経営体数 

      販売金額１位の漁業種類別経営体数をみると、「その他の刺網」が 370 経営体と最も多く、

次いで「その他の釣」が 273 経営体、「採貝・採藻」が 260 経営体、「小型底びき網」が 166
経営体などとなっている。 

       ５年前に比べ、「その他の刺網」は 22.9％、「その他の釣」は 25.8％、「採貝・採藻」は

30.3％、「小型底びき網」は 2.9％減少した。（表３） 
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（４） 漁獲物・収獲物の販売金額規模別経営体数 

漁獲物・収獲物の販売金額規模別経営体数をみると、「100 万円～300 万円未満」が    

279 経営体（構成比 20.7％）と最も多く、次いで「300 万円～500 万円未満」が 211 経営体 

（同 15.7％）、「100万円未満」が 210経営体（同 15.6％）となっている。 

また、５年前に比べ増加率は「販売金額なし」が 316.7％（19 経営体増）で最も多く、    

次いで「5億円～10億円未満」が 150.0％（６経営体増）、「5,000 万円～1億円未満」が 58.3％

（７経営体増）などとなっている。 

なお、５年前に比べ減少率は、「100 万円未満」が 42.0％（152 経営体減）で最も多く、   

次いで「100 万円～300 万円未満」が 35.0％（150 経営体減）、「1,000 万円～1,500 万円   

未満」が 29.6％（58経営体減）などとなっている。（表４） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 労働力 

（１） 漁業就業者数 
     漁業就業者とは、満15歳以上で調査期日前１年間に自営漁業の海上作業に30日以上従事した者をいう。 

 自家漁業のみに従事とは、個人経営体の世帯員のうち、自家漁業のみに従事し、共同経営の漁業及び雇われての漁業 
には従事していない者をいう。 
責任のある者とは、個人経営体における経営主及び経営方針の決定に関わっている世帯員並びに団体経営体における 

経営主、役員、支配人及びその代理を委任された者をいう。 
なお、団体経営体においては、経営主、役員、支配人及びその代理を委任された者のうち、調査期日前１年間に自営 

漁業に従事した、海上作業又は陸上作業に責任のある者をいう。なお、自営漁業に従事せず、役員会に出席するだけの 
者は含めない。 

 

漁業就業者数は 2,672 人で、５年前に比べ 1,006 人（27.4％）減少した。 

これを自営・雇われ別でみると、自家漁業のみに従事した者は 1,524 人で、５年前に比べ

629 人（29.2％）減少した。（表５） 

また、漁業就業者数を年齢階層別でみると、６５歳以上が 1,137 人（42.6％）で全体の４割

以上を占めているが、前回に比べ割合は低くなっている。（図２） 
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（２） 年齢階層別漁業従事世帯員・役員数 

 

 

 

 

 

漁業従事世帯員・役員数は 2,104 人であり、このうち漁業従事世帯員は 1,955 人、漁業     

従事役員は 147 人となっており、５年前に比べ漁業従事世帯員・役員数は 958 人（31.3％）

減少し、このうち、漁業従事世帯員は 968人（33.1％）減少し、漁業従事役員は 10人（7.2％）

増加した。 

また、令和５年の年齢階層別の構成比をみると、漁業従事世帯員は 65歳以上が 1,109 人で

全体の 56.7％を占めている一方、漁業従事役員では 64 歳以下が 98 人で全体の 65.8％を  

占めている。（表６） 

 

 

 

 

 

 

漁業従事世帯員とは、個人経営体の世帯員のうち、調査期日前１年間に漁業を行った人をいう。 
なお、共同経営の構成員や他の漁業経営体の雇用者として漁業に従事した場合も含む。 
漁業従事役員とは、団体経営体における経営主、役員、支配人及びその代理を委任された者のうち、調査期日前１年

間に自営漁業に従事した、海上作業又は陸上作業に責任のある者をいう。なお、自営漁業に従事せず役員会に出席する  
だけの者は含めない。 
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（３） 年齢階層別責任のある者数 

     責任のある者とは、個人経営体における経営主及び経営方針の決定に関わっている世帯員並びに団体経営体における 

経営主、役員、支配人及びその代理を委任された者をいう。 

なお、団体経営体において、自営漁業に従事せず、役員会に出席するだけの者や役職に就いていても役員等でない者 

は含めない。 

 

漁業経営体の責任のある者は、1,511 人であり、このうち個人経営体が 1,362 人、     

団体経営体が149人となっており、５年前に比べ漁業経営体の責任のある者は598人（28.4％）

減少し、このうち個人経営体が 608 人（30.9％）減少し、団体経営体が 10 人（7.2％）増加

した。 

また、令和５年の年齢階層別の構成比をみると、65 歳以上が 858 人で全体の 56.8％を   

占めている。（表７） 
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（４） 団体経営体における役職別責任のある者数 

団体経営体の責任のある者は、149 人となっており、５年前に比べ、10 人（7.2％）増加   

している。 

令和５年の役職別の構成比でみると、陸上作業において責任のある者が 79 人（53.0％）、

経営主が 77 人（51.7％）となっている。また、令和５年の役職別の平均年齢をみると、    

陸上作業において責任のある者が 60.3 歳、経営主が 60.6 歳であった。（表８）。 
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３ 漁業経営の取組 

（１） 漁獲・収獲した水産物の輸出 

     海外向けに出荷（輸出）とは、調査期日前１年間に自ら漁獲・収獲した水産物を海外の卸売業者、レストラン、 

スーパーなどの小売業者や消費者等に直接出荷（輸出）した場合又は輸出を目的として漁業協同組合、貿易商社、 

卸売業者等に出荷した場合をいう。 

なお、輸出を目的としていなかったが、出荷先において輸出されたことを確認した場合も含む。 

 

    海外向けに出荷した漁業経営体は 12経営体（0.9％）となっている。 

    このうち、海外向けに出荷（輸出）した販売金額又は数量を把握している漁業経営体は       

5 経営体（0.4％）となっている。（表９） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（２） 水産エコラベル認証の取得 

     水産エコラベルとは、生態系や資源の持続性に配慮した方法で漁獲・生産された水産物を消費者が選んで購入できる 

よう商品にラベルを表示する仕組みをいう。 

調査期日現在で自営漁業において取得している場合に加え、自営漁業に関係していれば、漁協や集団で取得している 

場合も含む。 

 

    水産エコラベル認証を取得している漁業経営体は 7経営体（0.5％）となっている。 

    取得している水産エコラベルの種類は、全てＭＥＬ（Marine Eco-Label Japan） 

となっている。（表１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：経営体

小計
販売金額又は
数量を把握
している

販売金額又は
数量を把握
していない

令和５ 1,347 12 5 7 1,335

構成比(%) 100.0 0.9 0.4 0.5 99.1

注）漁獲・収獲した水産物の輸出の状況については、今回新たに把握した調査項目

　表９  漁獲・収獲した水産物の取組状況

区  分 計

海外向けに出荷（輸出）している
海外に出荷
（輸出）

していない

単位：経営体

小計 ＭＥＬ ＭＳＣ ＡＳＣ ＢＡＰ
Alaska
RFM

GLOBAL
G.A.P

令和５ 1,347 7 7  -  -  -  -  - 1,340

構成比(%) 100.0 0.5 0.5  -  -  -  -  - 99.5

注）水産エコラベル認証の取得状況については、今回新たに把握した調査項目

　表１０  水産エコラベル認証の取得状況

区  分 計
取得
して

いない

取得している
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（３） 漁業共済の加入 

     漁業共済とは、漁獲金額が不漁等により減少した場合の損失など、中小漁業者が異常の事象又は不慮の事故によって 

受けることのある損失を補償することにより、漁業再生産の確保と漁業経営の安定に資することを目的とする以下の共済 

事業をいう。 

・ 漁船漁業、定置漁業及び一部の採貝・採藻業が対象となる漁獲共済 

・ 養殖魚等が対象となる養殖共済、特定養殖共済 

・ 養殖施設や漁具が対象となる漁業施設共済 

積立ぷらすとは、「漁業収入安定対策事業補助金交付等要綱」（平成23年３月 29日付け 22水漁第 2323 号農林水産 

事務次官依命通知）に基づき、計画的に資源管理等に取り組む漁業者を対象に、収入が減少した場合に、漁業者が拠出 

した積立金と国費で造成した基金から減収の補填を行う予算事業をいう。 

 

    漁業共済に加入している漁業経営体は 625 経営体（46.4％）となっている。 

    このうち、積立ぷらすに加入している漁業経営体は、495経営体（36.7％）となっている。 

   （表１１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

４ 漁船 

    漁業経営体が調査期日１年間に漁業生産に使用し、調査期日現在保有している漁船の隻数は 

2,303 隻で、５年前に比べ 781 隻（25.3％）減少した。 

    これを種類別にみると、動力漁船が 1,003 隻、船外機付漁船が 1,281 隻、無動力漁船が     

19 隻で、５年前に比べ動力漁船が 177 隻（15.0％）、船外機付漁船が 606隻（32.1％）減少し、     

無動力漁船は 2隻（11.8％）増加した。（表１２） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：経営体

小計
積立ぷらすに
加入している

積立ぷらすに
加入していない

令和５ 1,347 625 495 130 722

構成比(%) 100.0 46.4 36.7 9.6 53.6

注）漁業共済の加入状況については、今回新たに把握した調査項目

　表１１  漁業共済の加入状況

区  分 計

漁業共済に加入している 漁業共済に
加入して
いない
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５ 個人経営体 

（１） ：専兼業別経営体数 

個人経営体を専兼業別にみると、専業が 834 経営体、兼業が 449 経営体で、５年前に比べ

それぞれ 259 経営体（23.7％）、197 経営体（30.5％）減少した。（表１３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 後継者がいる漁業層別経営体数 

         後継者とは満15歳以上で、調査期日前１年間に漁業に従事した人のうち、世帯員に限らず将来自営漁業の 

経営主になる予定の人をいう。 

 

個人経営体のうち自家漁業の後継者がいる経営体は 197 経営体で、５年前に比べ 18経営体

（8.4％）減少した。（表１４） 
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利用上の注意 

表中に用いた記号は以下のとおりです。 

  「０」：単位に満たないもの 

  「－」：事実のないもの 

  「…」：事実不詳又は調査を欠くものを示す 

  「△」：負数又は減少したもの 


